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箕 作 省 吾 「坤 輿 図 識」

一 著者 を め ぐる1 ,2の 問 題一

辻 田 右 左 男*

SomeProblemsconcerningtheAuthorshipof``Konyo-Zushiki"

(WorldGeographyWrittenbyMizukuriFamilyin1845)

UsaoTSUJITA

(1973年9刀27日 受 理)

(1)

近 代 日本の黎 明で ある明治維新 の出発点 は政治 的に も社会 的に も,19世 紀30～40年 代 の

天保 期に求め られ るといわれる1)が,そ れ と符 節 を合す るように,1845年(弘 化2)地 理

学 の上で も,十 二分 に近代 とつ ながる画期 的な名著 「坤輿図識 』が,弱 冠25才 の青年箕作

省吾によ って生 み出された.こ の書物 はおおか たの史家 の注意 の外 にあるが,刊 行 され る

やたちまち,幕 末社 会に大 きいセ ンセーシ ョンをまきお こし,武 十 といわず庶民 といわず

'1り時 の知 識人 に対 し
,国 際知識開眼 の書 とな った.

しか し世上 の歓迎 ・喝采 とはう らは らに,著 者省 吾は この書物 刊行 の翌年,好 評 に答え

て上梓す るはず の続編 を執筆 中,略 血 して急逝 するとい う悲劇 的なアクシデ ン トが起 きた.

急 きょ省吾 の養父,当 代随一の碩 学箕作玩甫が嗣子 の後 を襲 って 「坤輿図識補 』の完成 を

目指すが,著 者父子の微妙なか らみ合い,そ の刊行年代 をめ ぐって,い くつかの問題が想
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定 される.

筆 者が この書物 の存在 を知 ったのは,す で に40年 に垂ん とす る昔の ことで ある.当 時,

筆 者は幕末 の学究吉 田松陰 に傾倒 し,と くにかれの地理学研究に興味を感 じたが2),松 陰

の著述 にあま りにも しば しば坤輿 図識 とい う書名の現れ るのに奇 異の念を抱いた.

松 陰15,6才 の時,江 戸か ら帰 った毛 利藩 兵学師範山 田宇右衛 門が,江 戸の土 産物 とし

て図識を松陰 にk-}一え た ことが動機 とな り,か れ は慨 然 と して天 一ドの事 に任ず る決意を した

とい う3).そ の時以来,図 識 は松陰 の座右 の書 とな り,そ の続編が 「1」行 された時な ど 「坤

輿 図識補一・見仕度何 とか術 はあるまいか,だ れか所持仕 らざる哉Jと 家兄宛 の手紙(安 政

元 年11月27口 付)で 執拗 にその入 手方 を懇願 して いる.安 政 の大獄で処刑 され る前の年,

安 政4年(1858)の 年 初などは,例 の松 下村塾で2～3週 間継続 して 弟子 たちと図識の輪

読に 日を過 ごした4).高 い 識見 を もつ稀有 の読 書家松陰 を魅Jし たこの書物 は,筆 者 にと

って も憧憬 の書 とな り,久 しく一読 の機会 を願 って いた.と ころが,1970年1月8日 た ま

た ま図識3冊,同 補4冊 計7冊 と付 図 「新 製輿地全 国」を入手 し,仔 細にその内容 を検討

す る便が得 られた.

図 識はひ とり吉 田松陰を感激 させ ただけでな く,幕 末か ら明治 にかけての有 名人,た と

えば鍋島斉IE・ 井 伊直弼 ・桂 太郎等 も激賞 してや まなか った5).由 本 四郎教授 の名著r新

宮涼庭伝 』によれば,涼 庭 もまた図識の愛読者の一人であ った とい う6》.

図 識 およびそ の著 音については,学 者一族7)と い われる箕 作家の一員,i玩 甫 の孫 にあた

る呉秀三 博士がそ の菩 「箕作阯甫 』(1914初 版,1971複 亥i∬において詳細 に述べて お られ,

地 理学 の側か らは,畏 友 故鮎沢信太郎 博士 が 「鎖国時代 日本人 の海外知識 』(1953)の な

かで,わ ざわざ 「坤輿図識 とそ の展開」 とい う章を設けて解説 されてお り,ほ とんど間然

す るところはない.し か し図識 を親 しく手 にとって旙 くうち,上 記の書物に記 されていな

いい くつかの疑 問が浮かび上 って きた.こ こではそ う した問題点を中心に,図 識 とその著

者の入間像 を新 しい視角か らながめてみ たい.

(2)

!

後で述べるように,図 識はその続編 「坤輿図識補』(以 下図識Bと 呼ぶ)の 後半をのぞ

き箕作省吾25才(満24才)の 単独の書であるが,世 上往々全巻が養父院甫の作であると見

る向きが多い.呉 博士は阯甫の地理的著作のなかに図識をあげておられるし,斉 藤月場も

当時流布 していた世界地誌の書名を列記し,図 識は箕作院甫の作 としている8》.こ の書物

がはじめて ヒ梓 されたころは,た しかに院甫の高名のかげに隠れて,篠 吾は無名の新人で

あったに違いない.し かし図識正編3冊(以 下図識Aと 略記)の 読者には,箕 作省吾とい

う著者名が強烈な印象を与えたことと思う.

しかし順序として,省 吾の養父,学 者一族出自の源流 となった箕作院甫(1799～1863)

について一言する.も ちろん1玩甫は幕末における第一級の医家 ・蘭学者 ・外交顧問 ・教育

者であり,そ の社会的活動は多岐にわたるので,詳 細にその業績を紹介する暇はない.こ

こでは玩甫の地理学的貢献だけに焦点をしぼって考察を試みるが,地 理学者 としても当代

稀有の逸材であったろう.従 来の日本地理学史では玩甫の地理学を全然問題にすることは

なかったが,そ れはかれの多角的文筆活動の輝かしさに幻惑され,1つ の盲点となってい

たものと思われる.

箕作家はもと近江の産9),玩 甫の数代前に美作国に移り,玩 甫は24才 ですでに津山藩侍

医となっていた.ま もなく上京 して鍛治橋畔津山藩邸10)に起居,学 名のひろがるとともに
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幕府 の外 交顧問とな り,川 路聖膜 らに随行 して11)ロ シ ァ ・アメ リカの使節 と接衝,条 約 の

締結 にあた ったが,樺 太 の 日 ・ロ国境 を北緯50度 線 に画定 した事実上 の起案者 は1玩甫 で あ

った と瓜われる12).教 育 者 と して は東京大学 の前身蕃書調所 の初代教授 とな り,実 質的 に

同大学 の生 みの親 であった.晩 年 には幕 臣に取 り立て られ,学 者 と して の名声 は全国 にひ

ろが り,養 子 省吾 が玩甫 の家塾 に入門 したのも,故 郷陸 中水沢 の蘭学者坂野長安(高 野長

英 の師13》)が 院甫 の崇拝7で,長 安か ら玩甫 の偉大 さを鼓吹 されたか らで ある.

院 甫 が地理 を好み,地 理 に精 しか った ことは,地 理学 者をもって 自任す る佐久間象山 も

これをみとめて いた し,し か もそれが 「一 朝…夕 のことではな く」育年時代か ら 「地理に

心 を潜 めた」 ことは,院 甫 の若き 日の漢詩 をとお して もうかがわれ る.玩 甫 の詩 は新宮涼

庭 が高雅で あると評 した14)が,そ の地理的な詩 の1つ を津 田左右吉博士 もその著書のなか

で 引用 されて いる15).そ の ほか,日 本人が地理学に無関心なのを露骨に慨嘆 す る詩 もある.

さ らに 「玩甫 の前半生は医学の研究に費 され,後 半生は地理 ・歴 史 ・兵学等 の著作に専

念 した」と呉 博 士が いわれ るよ うに,か れが手を染めた学問は多岐 にわた ったが,な かん

ず く内政外交 の指針 とな る地理学を もっとも重要視 した ことは疑いの余地がない.こ うし

てかれ の著述 にかか る地理 書:は15点 に 上 り16),専 門 別にみ るとかれの家業で ある医学 書に

次いで多い.ま た 「地 質弁証」「地殻図説」r密1「iL利羅 義 』(Mineralogie)な ど地 質関係 の

著 書も5点 あり,今 日で も用 い られてい る地質 ・地殻 などの川 語は阯甫 の これ ら著書 に由

来す る17》.

弩
偶

'

第2図 『地球説略』中表紙(左)と 見開き(右)竿 者蔵

以上,20点 の 地理関係書に加えて,幕 末か ら明治初 期にかけ,中 国か ら舶 載 された中国

語 の地理書 に,阯 甫が 訓点 をつけ,校 訂 した ものが数種類 ある.有 名な魏源編 「海国図

志18)」 や徐継雷 著 「瀬環 志略』などがそれで ある.ま た筆 者蔵の合衆 国緯 理哲著述 「地球

説略 』3巻(1860Tll19bに もは っきり 「大 日本箕作玩甫 訓;,E;」と あり,玩 甫 の校 訂による

ことはた しかで あるが,箕 作 ・家の智嚢 を結 集 して編 まれた呉 博士のr箕 作玩甫 』にr地

球説略 』の文字が全然見当 らないのはふ しぎで ある.
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このよ うに幕末の一時期 にいわゆる 「唐渡 り」の地理書が多数流通 したのは,蛮 社 の変

な どで,従 来盛行 した ヒュブネルは じめ蘭学系統 の地理書が後退 しつつ あったか らで ある.

語 学 として もオ ランダ語 よ り英 語のほうが重視 され る傾 向が芽生え,福 沢諭吉 などは この

移行期 の風潮 を最 も敏感 に捉え た0人 で あるといわれ る.大 阪 の緒方塾 で オランダ語 を学

んだ諭吉 は,英 語 を学ぶつ も りで上京,院 甫 の出仕 していた蕃書調所に来 て玩甫 か ら入所

を許可され たが,諭 吉 は調所所蔵 の蘭英辞書 を借 り出すのが唯一の 目的で あり,こ れが不

許可になると調所 に未練 はな く,そ の 日限 りで退所 した と,自 伝のなかで語 ってい る20).

この蕃書調所時代,院 甫 は同所 にあったオランダ地理書や オランダ雑誌Nederlandsch

Magazijin(図 識B序 の 「采 用西書 目」 では子 一デ ル ランセマガセインとあ り,1834～56

年 分 が調所 に蔵 されていた2D)を 盛 んに読み,と くに雑 誌のなかの地理 の論文 は精力 的に

翻訳 した.そ の成果がr玉 石志林22)』 で あり,幕 吏 とい う自覚 か ら,阯 甫 の名前 は出て い

ないが,お そ らく玩甫 の外 国地理論文集で あった と推測 される.こ の書物 に収 め られ た25

篇 の 論文は,既 往の地理書には見 られなか った高水準 の もので,19世 紀 における地理学 の

巨匠 カール=リ ッターの 書物か らの引用 もある.「 支那の香港島_1「黒 海 」「パ リの地 下道」

「無人島徒 民記」などは地 理学 に造詣 の深い阯甫 な らで は絶対 に書 けなか った格調 の高い

諸編 で ある.

(3)

以 上述べた ところか ら,箕 作玩甫 を幕末最大 の地理学 者と呼びたいが,院 甫 が おそ らく

地理学の後継 者に擬 していた養子 省吾 の地理学的業績は どうで あろ うか.

箕 作 省吾(1821～1846)は,旧 姓 佐 々木,号 は玉海,仙 台藩 陸中水沢の下級武士の子 と

して生 れ,母 は清人 の女で あった とい う.16,7才 の とき,故 郷を後に し,い ったん江戸

に落 ち着いて立身 を夢み た.た また ま同郷の先輩 高野長英を知人の宅で垣 間見,か れの弟

子 とな らん と したが思 う所 あって断念 した.そ の ときの印象を 「高野長英はルス(ロ シア

人)に あ らざるか 」とあとで省吾は語 った とい う.そ れか ら京都 に出て儒学 を修 める傍,

西南 日本 を隈 な く旅行 し,い かな る高由巨川 も省吾が足跡 を印 しない ところはな く,か れ

の 「地学 の精 」は旅行 よ り生 じた とい う23).非 常 な危 険を冒 してで も,踏 破 を志 した高山

は必ず登頂 し,徹 底的に地形の調査に あた った.}11時,省 吾の地理学 の指導者 はと くにな

か った と思われ るが,み ずか らの意志 と方法 で,fieldworkを 累積 してい った .省 吾 も

また生れなが らの地理学者borngeographerと い え るが,青 年時代の訓練が数年後,単

なる翻訳ではない画期的な地理 書として結 実 したので あろう.

20才 ごろ一時 故郷 水沢に帰 ったが,郷 里の先輩 のすすめで上京,翫 甫 の門 に入 り,山 野

の践渉で鍛 えた肉体 を まと もにぶ っつけて,当 面 の課業で ある蘭学 と医術 の学習 に精進 し

た.し か し省吾は,か れの半世紀前の先学,r増 補采覧異言 」 の著者山村才 助(1770～

180724))と 同 様二,蘭学 を学 びつつ も,地 理学へ の志 向 ・傾斜 は隠 し切れ なか った .こ の こ

とが玩甫 の歓心をゆ さぶ り俗 な ことば でいえば,地 理学が取 りもつ縁で,玩 甫 は門人省吾

を箕 作家に迎え る決意 を した.世 界地理 に精通 した渡辺畢山が 自殺 した天保13年(1842)

省 吾 に箕 作姓を名乗 らせ,こ こに44才22才 と いうダ ブルス コア ーの親子が誕 生 した .そ の

後2年,阯 甫 は弱X13才 の三女 しん25)を 省 吾 に嬰 わせ,名 実 ともに箕 作家の養子 とな った.

同 じ年(1844)こ れ また画期的 な世界地図 といわれ る 「新 製輿 地全図」(以 下図Cと 略

称 す る)が 省吾 の名前で刊行 された.こ れは阯甫 みずか ら蒐 集 した内外 の地 図数葉 を省吾

に与えて校訂 させ,出 版 の運び とな った もので,阯 甫 とすれば愛婿 への養 子縁組 の引出物
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と した感 が深 い.

(4)

図Cは たちまち識者の好評を博 したが,翌 弘化2年 図Cの 説明書のよ うな形 で刊行 され

たのが図識A3冊(天 ・地 ・人)で,図 識 とい う書名 自身 この書物の性格を物語 ってい る.

如 上 の家族関係か ら勘案すれば,図 識Aは 養父阯甫 が御膳立 を し,呉 博士の言 のよ う に

「筆 と心 とを労 した」 ことは事実で あろ う.し か し,養 父玩甫 の社会 的地 位 ・蔵書 ・学 識

を背景 としなが らも,筆 者 は敢 えて図識Aは 純粋 に省吾の著述 とみな したいのである.

箕 作家の人 とな ってすでに5年,最 初 は,「 家巌 」 玩甫 の言 に拳拳服麿 したであろ う省

吾 も,図 識A執 筆 の段階で は地理学上 の学力 も向上,世 界 を見 る 目に も磨 きがか か り,い

つ まで も虎 の威 を借 る狐 のよ うな存在で あ りた くなか った.み ず か ら参考書 を選び,み ず

か らの発想 と体系で著述 を完遂 したか ったで あろう.こ の ことは図識Aの あと1年 前後で

発兇 され た図識Bの 序文 のなかで 「意 は独成 に在 り,人 に筒 りて以て事 を成 さん ことを欲

せず 」と省吾が はっき り言い切 って いることば に徴 して も明かで ある.一 一方で はかれの著

作 と平行 してみずか ら宿痢 と呼んだ肺結核が進行 して いたが,病 がつの るのと比例 してか

れ の 自立心 も強 くな り,学 問的な潔癖 が芽生えて いった ものと思われ る.

図 識Aに おけ る省吾のauthorshipは そ の綿 々切 々,訴 え るような,哀 願す るような序

文 を見 るだけで も明かで ある.か れは このなかで,「7種 類23冊 の 外国文献 を見たが,そ

の間 に異同が あって,自 分はそれを取捨す る能力がない.国 ごとに違 う距離や面積の単位

も自分 を当惑 させ る.と くに 自分が気遣 うのは資料の古 さで あり,自 分の用いた7,8年

前 の西洋書は資料 としてはすでに古い.況 んや15,6年 前 の書物を使 えば,実 際は50～60

年 前 の陳腐な事実を紹介する ことにな り兼ねない.こ れを補 うために 自分 としては常に最

近の資料 を探 し求め,入 手の度に この本 を補正 したい」 と語 り,病 気のせ いか,き わめて

nervousに な っている.し か しここで も今 日的up-to-dateな 学 問で ある地理学 の本質 を

的確に捉 えていたかれの学 識が遺憾 な く現れてい る.

た だ し先輩 が最 も多 くの頁 を費 した ヨーロ ッパ の記事は図識Aで は最小 限にとどめ,そ

の代 わ りに従来全然論及 され なか った豪斯 多辣里洲(ア ウス タ ラ リ)諸 島はで きるだけ詳

細に記述 したというあた りは,か れ の反骨精神 の現れで ある.そ して このような世界各大

陸の処遇 のバ ランス を読者 に汲み とって も らえば,自 分 の地理書 も成功 したといえ る(「輿

地之学 思い半ば にすぎる」)だ ろ うと最後 にち ょっぴ り自信 をほのめか している.

省吾 の書 くように,こ の図識Aに 至 って ようや く日本 の地理 書に豪 州大陸が登場 し,6

大 陸 完 備の地誌 となる.18世 紀 の初頭以来間歓的 にf旺行 され た 日本 の世界地理 書は,150

年 を経た このときは じめて今 日的地誌の レベルに 引き上げ られた.た だ し豪 州の資料 とし

て は,自 尊心の強い省吾 も,養 父玩甫 の さきに訳 して 置いたr豪 斯多辣 利訳説』(82葉 の

自筆本)に 依存せ ざるを得なか ったであろ うし,こ の部分だけは玩甫 作 といわれて も仕方

のない ところで ある.図 識Aに おける豪 州の記事の反響 は大 きく,吉 田松 陰などはいちは

や く豪 州を孫子の兵法 と直結 して弟子 に講述 し,こ の大 陸は孫 子が九地 のなかで説 く争地

あるいは交地 の類 であると した26).ま た 「幽囚録 」のなかで は,口 本 の南に,海 を隔てて

近い この大 陸に 口本人 はど うして今 日まで気づ かなか ったので あろ うとなげいて いる27).

図 識Aは 枚数 に して3ili}。16160∫ 程 度,今 日にすれば文庫本1ill}ほ どの分量で あるが,

既 往の地理書 の慣 例になって いたfabulous(寓 話 的)な 説話 はい っさい払拭 され,記 述は

簡潔で いか にもすがすが しい.わ が国 の世界地理書で は 初 出と思われ るfreshな 項 目 も
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い くつか ある.た とえばモ ンス ン ・オアシス ・パ ンパス ・共和州(合 衆国)な どがそれにあ

た り,と くに共和 とい う文字の使用 は この書物 が 日本最初 であ った とい う.淡 々と叙述 し

なが ら,と ころどころ省吾 自身の高見 が批歴 されているのを見 るのは楽 しい.た とえば南

米 の南端パ タゴニアは,山 村才助の 「増補采覧 異言』以来長人国 といわれてい るが全 然根

拠 はない.パ リの博物館に あるその地方の土 人の衣服 を見 るとなるほどアジア人 か らす れ

ば長人で あるか も分 らないが,長 身の ヨーロッパ人 が長人 とい うのは穏 当ではない とい う

類で ある.ま たアメ リカ大陸は コロンブス が発見 したのに,あ とで行 ったアメ リゴの名を

取 って呼ぶのはおか しい,ア メ リカ と呼ば ず コロンブス州(閣 竜洲)と 総称 すべ きだ とい

う見解 もさわやかで ある.な おア ンデス 山脈 の項 ではア レクサ ンダーニフォン=フ ンボル ト

(ヒ ュンボル ト)が 登山 した ことが記 され,ス イスではペス タロ ッチ ー(ペ ス タロン),

豪 州 ではキ ャプテ ィンク ックやかれに随行 した植物学者 フ ォルス ター(本 草家ホルステル)

の名前 まで あげ られてい る.こ の書物 は後述 の地 図Cを 付録 と したとい うこと もあるが,

な によ りも記事の新鮮 さゆえに当時 の読者 を随直せ しめたので あろ う.

二 十年後に 現れ る福沢諭吉の 啓蒙 的地理書r西 洋事情』(1866～69)やr世 界 国尽 』

(1869)の 爆 発的人気 には比すべ くもないが,図 識Aが19世 紀 中葉 のベス トセ ラーズ の1

つ で あった ことは明 白で これ とともに省吾の名 も全 国に喧伝 され たで あろ う.と にか くこ

の書は 「売 れて売 れて」それまで窮迫 して いた箕作家 の経済 がおおいにうるおったという.

好 評噴 々,続 編を求める声 も高 ま り,箕 作 家で は急 き ょ図識B発 刊 に踏み切 った.

しか し箕 作家に迎え られたとい う責任感か ら来 る重圧,心 身 をす りへ らした地図Cの 校

訂,さ らには画期 的な世界地誌 の執筆,こ のような無理がたた って省吾 は病魔 の巣喰 うと

ころ とな り,図 識Bの 企画 がなされて も,と うて いそれ を完成で きるような状態で はなか

った.そ れに もかかわ らず,家 族友人 の助言 を振 り切 り,独 力で図識Bの 執筆 を強行 した

のは荒れ狂 う大海 を小舟で踏破 しよ うという勇敢 な航 海者 にも似,悲 壮感が ただよう.予

期 されたよ うに図識B2,亜 細 亜誌補 を執筆 中 「俄然略血,紅 雲稿 を染め」前途 多難 を思

わ しめた.そ の後小康 を得 て,省 昌が計画 して いた 「部峡 は完成 に至 り,余 意 中之喜び知

るべ きのみ」 とあ るか ら,省Li.1-1の 原 稿 は一応完成 して いたと見 るべ きで ある.し か し病床

の こととて,も はや原稿 を推敲 する気力 はな く,自 分で も不 出来で あると二度 も くりかえ

し記 してい る.「 寒 い冬 が去 り,暖 い春 が来て,万 が一,病 気が再発せず,生 きる望が生

じたな ら,早 速校 正の仕事 に着 手 したい」という悲願 も空 しく,弘 化3年 冬12刀 省 吾はつ

いに不帰 の客 とな った.

(5)

死 を 目前に しなが ら,弘 化3'晩 秋 に したため た序 育のなかで,頑 な なまで に,図 識B

の 「独成」を念願 した省吾 の素志 はそのままの形で実現 したで あろうか .通 説 によれば図

識Bの 刊行は弘化3年 であ り,省 吾 の死 没は12月13日 で あるか ら,省 吾は生前に この書物

の刊行を見 届ける ことがで きたはずで ある.余 命い くば くもない 自分の病状か ら,省 吾 も

我を折 り,養 父玩 甫の共力 を素直 に容認 し,省 吾の原稿 に玩甫 の旧稿が上積み されて図識

B4冊 が 完成 し,省 吾 は生前 これ を手 にと り,満 足 して瞑 〔 した とすればなにの問題 もな

い,逆 縁 なが ら子 の欠 を親 が補 って完成 した親 〕乙リレーの美談 として,い つ まで も語 りつ

がれてよい ことで ある.

しか し事 実は これとか な り異 なって いた と信 じ られ る.図 識B4冊 の 文字を刻んだ彫 工

は各巻別人で あ り,4冊 が 平行 して印刷 されていた事情が_.tomえられ る.急 いでやれば,年
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内に刊本となり,省 吾がこれを見届けることもできた.し かも省吾のような病気の場合,

最後まで意識がはっきりしているか ら,手 に取ってなにらかの意志表示をし,そ の情景が

近親の人の記憧に残 り,の ちのちまで伝え られたはずである.か りに省吾が刊本を見たと

したら,自 分の意志に反して來雑物が入りこんだ書物を喜ぶよりも,む しろ苦々しい思い

でながめたであろう.院 甫 もこれが省吾に対する残酷物語であることを知っていたから,

このような状況を回避するために,故 意に刊行をおくらせ,省 吾の霊前に書物を捧げる形

になったのではあるまいか.

図識B弘 化3年 刊行という説は,お そらく省吾の序文の 「弘化丙午之晩秋念六夜」とい

う日付を見て呉博士が不用意に弘化三年出版刻本と記されたことから固定したものである.

しかし仔細に見 ると,図 識B1の 見返 しには 「弘化三年丙午錨」とあるだけで,図 識Aの

ように 「弘化二年乙巳刊行」とは書かれていない.す なわち版に彫んだのはたしかに弘化
　 　

3年 で あ るが,こ の年 に刊行 され たとい う保 証はない.信 頼 すべ き年表 といわれ る大槻如

電r新 撰 洋学年表 」(1927刊)は この事 につ いて いずれ と も明記 して いないが28),こ れ を

増訂 した佐藤栄七 「日本洋学編年史』(1965刊)に は,は っき り図識Bの 刊行 は翌四年 と

あ り29},筆 者 の推定 がは じめて ここに立証 され た ことになる.こ れ とは別 に鮎沢信太郎氏

は図識Bの うち 「終 りの第4巻 は弘化4年11.月 刊 行 とな っている」と記 されて いるが30》,

筆 者蔵 のB4に も,ま た京都 市立西京商 業高校 の蔵本31)に もそのような記述 はな く,鮎 沢

氏が何 を根拠 と して これ を記 され たか,故 人 とな られ たいまは,同 氏 につ いて た しかめ る

すべはない32).

しか し図識Bの 全部 あるいはそ の最後 の1巻(B4)が 省 吾 の死後弘化4年 に1二U行され

たとすると,次 のような状況 の可能性 も生れ る.

す なわち,図 識Aは 前述 のとお り飛ぶ ように売れ た.図 識Bも 刊行 しさえすれば,売 れ

る ことは目に見えて いる.そ れ に して は省吾 の書 いた原稿 だけで は分量が少なす ぎる.同

じ出す な らもっと分厚な もののほ うがよい.こ のため には頁数の水増 しを計 らねばな らな

い.日 ごろ書 き溜めて置いた手稿は山ほ どある.こ の とき,ふ と,学 人玩甫 先生の脳裡 に,

商 魂 にも似た一種の迷いがひ らめいたのではなかろ うか.

とい って も,地 理書で あるか ら,木 に竹をつ ぐよ うな見え透 いた真似はで きない.B3

で は苦 肉の策 と して,広 い意味では地理の分野に入 るヨーロ ッパ 列強の陸海軍の兵備の様

子 をながなが と載せ,さ らにB4は 「本編中所収人物略伝」 とい う名 口で,実 際には地 理

学 と直接関係のないア レキサ ンデル大 帝 ・ア リス トテ レス ・ペ ー トル大 帝 ・ナポ レオンの

詳細な伝記で埋 めて刊行 した.文 体 ・内容 ともに省吾の作 と異な るB4は,さ すが他 の6

巻 のよ うに 「箕 作省 吾著」 とす ることを慨 り,「 箕 作省吾編」 としてい るが,省 吾著 とな

ってい るB3の ヨ ーロ ッパ 州補 も後 半は明 らか に玩甫 の旧稿で ある.と ころど ころ 「寛

(省 吾の こと)按 スルニ」 とい う注 を入 れているが,こ れは省 牙の作であ ることを印象 づ

け る一種のカム フラージ ュではなか ったか.現 にB3の23丁 に 「余 ガ訳スル所 ノ外蕃通史

二就テ見 ルベシ」とあ り,玩 甫 が馬脚 をあ らわ した ともいえる.い うまで もな く若 い省吾

に こんな著書 のあ ったはず はな く,玩 甫 の旧稿 が訂正 され ることな くここに残 ったのであ

る.明 日が知れない瀕死 の病人 が,い かに義務感 に駈 られた として も,煩 わ しい列強 の兵

備の ことを数十葉 にわた って書 けるはずはない.こ とに図識Aで は ヨーロッパ の ことは世

上に周知 されてお り,最 小 限度 にとどめる と言 明 した省吾 であるか ら,B3の ヨーロ ッパ

は大 部分 阯甫 の筆 と見 てよい.

玩 甫 は決 して悪 をな したので はない.た だfairで な か っただけで ある.図 識B3,4
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が玩甫 の作 とすれば,な ぜ その旨を明記 しなか ったので あろうか.図 識全7巻 を通 じ,玩

甫 とい う文字 は一言半句 もない.親 子揃 って ワル ツの作曲家 と して知 られ,そ れぞれ箕 作

父子 よ り4～5才 若 いだけで,全 く同年代 に生 きた ヨハ ン=ス トラウス父子33)の よ うに,

図C,図 識Aの 出版 によって箕作junior省 吾 の名声は一一時父阯甫 を凌 ぐものが あったの

ではないか.吉 田松陰 の書翰 にも省 吾の名 は見え るが,1玩甫 の ことは 「玉海(省 吾)の 父」

として書 き捨 て られて いる34).付 度 すれば,図 識 に玩甫 の名 を出せば,書 物 の売れ行 きに

影響す ると玩甫 は考えたのではなかろ うか.と にか く省吾が心血 を注 いだ図識Aお よびB

の 前半に比べてBの 後 半は冗 長で,精 彩 を欠 いて いる.呉 博士 は,「 図 識は省吾 の名で 出

版 されたのであるか ら,i参意甫 の著述 とは云 はれ ないが,之 に就 いて玩甫 の筆 と心 とを労 し

た ことは少 くない.肌 甫 の著述 と云 うて もよい位 の もので ある」と記 され たが,こ れ は玩

甫 に対 して,贔 屓 の引 き倒 しだ った と言 えるで あろ う.時 代 は もはや院甫 か ら省吾 に移 っ

て お り,省 吾が書いたか ら,新 鮮 さが躍動 して いたので ある.

図 識Bも 省吾の執筆分 は依 然み ごとである.B1は 「輿地総説 」と名付 け,い わゆる地

理学通論が展開 されてい る.当 時 ヨーロッパ で議論 が沸騰 していた造 山運動 や洪 水説 が一

部分紹介 されてい る.化 石の有無によ って山地 を祖山 ・嗣 山 ・季 山 と三 大別 したのは,20

世 紀 になって合衆国の地理学者デ ヴィスの提 唱 した 「地形 の輪廻」(幼 年期 ・壮年期 ・老

年期)と やや発想が似てい る.現 代 にもつなが る海 水の汚染をかな り詳 しく述べ,塩 分 が

これを浄化 し,火 山が これ を掃 除 してい る.そ れゆえ火山は 「汚物掃 除釜 」 と呼,.べ きか

とい って いる.卑 語 を弄 しない学究一途の省吾が珍 しくここで リラ ックス してい るのは,

お そ らくかれの病 が小康 を得て いた時で あった ろう.'

B2の ア ジアの補説 も地理書特有 の難渋 さはな く,き わめて軽妙に筆 を運び,数 頁にわ

た る万里の長城 の説 明 も読者 に息 をつ ぐ暇 を与え ない.中 国 はな にもか も文化が進んでい

て羨 しいが,た だ地理 の学 がお くれて いるのは残念で あると2度 も くり返 し述べ,省 吾に

は常時地 理学 が意識されて いた ことを察知 させ る.こ のあた り省吾の筆 は軽快 に働いてい

たが,そ の後間 もな く悲劇 的な終焉 が訪れた.亀

(6)

最 後 に,時 期的には最 も早く制作 された 「新製輿地全 図」につ いて一言 しなければ な ら

ない.縦35.5,横120.5cmの 大 きさをもち,決 して大図 とはいえず,む しろ瀟酒 な地図 と

いうべ きで あるが,み ごとな銅板 印刷で,当 時 としては内容 的に最 も優秀 な世界 図だった

と鮎沢信太郎博士 も折書 をつけてい る35).地 図 その もの として も一…級 品であるが,図 識 の

名にふ さわ しく,一 級品の地理 嵩二図識Aと ワンセ ットに して売 り出 したのであ るか ら,ま

さに錦 上花 を添 える感が あ り,異 常 な歓迎 を受けた ことは 当然で ある.

この付図 がある代 りに,図 識A・Bに はい っさい地図のカ ットは載 っていない.図 識以

前の世界地理書 には,酉 川如見 の 「華夷 通ll有考 』に見 るよ うに,巻 中に小 縮尺の地 図を何

枚 か挿入 する36)のが 通則で あったが,図 識 はこの点において も新 機軸を出 し,幕 末社会 を

驚かせ た.省 吾 は この図 の序 言で フランス の地図 に範 を求め,旧 図(高 橋景保の 「新 訂万

国全図」と推定 され る)を 参照 して作 ったというが,標 記 にもかれの創意がに じみ出てい

る.お そ らくかれは,数 葉 の地 図を照 合 しなが ら,一一・点 一一一画 もゆ るがせに しない科学者的

冷静 さで この作業をす づ、めたであろう.こ の地図 が出たことによって,長 久保赤水以来多

数出ている地 図ほ束に して捨 てて もいい位で あると斉藤馨(竹 堂)が 評 した37)の は,決 し

て過大評価ではない.
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優秀でもあり,好 評でもあった箕作省吾の図識と付図には当然のこととして,た ちまち

多くの偽版が現れた38).こ れらを含め,当 時刊行された外国地理関係書は,汗 牛充棟の多

きを数え,江 戸では世界地図を買 うための行列がつづいたという39).い かに幕末の社会に

地理的知識が要求されていたかが分るが,そ の間にあって箕作省吾の著作は群をなして連

なる地理書の山並みの上にひときわ高 くそびえ,燦 然と光 り輝いていたのである.生 前地

理を愛 して各地の山川に親 しんだ省吾は,死 してもその霊魂が相変 らず山野を駈けめ ぐっ

ているだらうという友人杉田成郷の弔詩40)があるが,か れの鋭敏な科学的良心,高 適な地

理学的精神はいまなお生きて,現 代 日本の地理学の後輩に奮起を呼びかけているような気

がしてならない.

む す び

以上,多 少屈折 した推測を多用 しなが ら,従 来閑却視されていたr坤 輿図識』の地理学

史的意味とその成立事情の一端を述べた.地 図を無視 した地理書,た とえば編者青地林宗
●

が自嘲的に 「乾誌」と呼んだr輿 地誌略4P」 などの地理書が横行した時代に,み ごとな世

界地図を地誌の旗識としてかかげた省吾の地理学はまさにオーソドックスな地理学であっ

た.地 理学の歴史には,往 々20代,30代 という青年学徒の手によって樹立された輝かしい

金字塔があり,そ の学問熱心がかれらを天折せ しめたともいえる.省 吾はこのように地理

学のために生き,地 理学のために死んだ典型的青年学徒の一人であった.

しか し,こ の場合,省 吾を称揚する余 り養父箕作玩甫先生を冒漬するような不遜 の言が

あったことをみとめざるを得ない.し かしこれによって箕作院甫 の偉大さは少しも損耗す

ることはない.こ こでは図識成立過程における1つ の可能性を仮説として提示したにとど

まり,も ちろんこれ以外の状況の設定もあり得ることである.切 に識者の御叱正と御教示

を仰ぎたく瓜う.

なお,こ の小文は1972年6刀9口,奈 良大学で行なわれた奈良地理学会総会で述べた会長就任演

説に加筆 したものである.
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Summary

Konyo-Zushiki(WorldGeographywithMap),appearingin1845,0neofgloomy

yearssucceededbypoliticalviolencesandturmoils,wasapeculiarandanepoch-

makinggeographicalworkinJapan.Itcontainedthenewestinformationsof

foreignaffairs,chieflytranslatedfromthegeographicalbooksofDutchorigin,and

waswelcomedbybothintelligentandpatrioticJapanese.Theauthorofthis

book(A.)wasclearlyShogoMizukuri,24yearsbyage,thoughbackedbyhis

father-in-law,GenpoMizukuri,afamousscholaratthetime.In1846,when

theenlargededitions(B.)ofthisbookwererequestedbypeople,Shogosuddenly

diedbylungdisease,havinghadwrittensomepartsofBookB.So,hisfather

plannedtosucceedhisson'swork,puttinghisoldmanuscripts,somewhatfittable

toson'sthemesandpublishedthemintheendof19460rshorttimelater.

ThismeansthatthepublishingdatewaswhetherbeforeorafterShogo'sdeath.

ThispaperdealsverydelicatesituationofperplexingmindofGenpo,andaimed

todiscriminatetheauthorshipbetweenfatherandson,bysomeevidencesof

humanisticandeconomicsides.


